
南方大学学院 

アジア諸国の文学の共通伝統と多様性 

実施期間：2013年 9月~2013年 12月 

 

 

第 1回  「インドネシアの文化と政治への、中国及び日本の影響」 

（9月 6日） 刘宏（南洋理工大学 教授） 

 

第 2回  「日本の文化と文学」 

（6月 13日） 鄭俊坤（ワンアジア財団 首席研究員） 

 

第 3回  「アジアにおけるインド語、中国語、英語の文学」 

（9月 27日） Edwin Thumboo（シンガポール国立大学 教授） 

 

第 4回  「韓国、中国、日本の文学の伝統」 

（10月 4日） 朴宰雨（韓国外国語大学 教授） 

 

第 5回  「韓国、中国、日本の文学：比較研究」 

（10月 11日） 崔学松（東京大学 講師） 

 

第 6回  「台湾の日本語文学」 

（10月 18日） 李瑞騰（国立中央大学 教授） 

 

第 7回  「中国文学が日本、マレー、インドネシア、朝鮮の作家に与えた影響」 

（10月 25日） 王潤華（南方大学 上級副学長） 

 

第 8回  「タイの中国語、日本語及び朝鮮語」 

（11月 1日） Komphanat Tundkeunkunt（タマサート大学 助教授） 

 

第 9回  「日本の漢詩」 

（11月 8日） 蔡振念（台湾中山大学 教授） 

 

第 10回  「アジアの宗教文学」 

（11月 15日） Leung Yuen Seng （香港中文大学 教授） 

 

第 11回  「アジアの宗教文化」 

（11月 22日） Le Chee Hian（シンガポール国立大学 准教授） 

 

第 12回  「中国、マレー、インドネシアの文学：比較研究」 

（11月 29日） Fan Pik Wah（マレーシア大学中文学部 教授） 

 

第 13回  「アジアの文学と社会」 

（12月 6日） Liu A Ron（元智大学人文・社会科学部 学部長、教授） 

 

第 14回  「上記テーマに関する概評：アジア文学の共通点と独自性」 

（12月 13日） Chua Chee Lay（南方大学 准教授） 

 

第 15回  「アジア文学の伝統：上記諸講義の概括」 

（12月 20日） Michelle Huang（元智大学 教授） 

 

第 16回  基調講義：アジアの文化と文学の共通特性について 

（12月 27日） 佐藤洋治（ワンアジア財団 理事長） 

 

※講義日程および内容は講師の都合等により変更になることがあります。 


